Blog #11: ポイズナービー

　内弟子に来てすぐ、「ポイズナービー」という言葉を聞いた。毒草なので気を付けろということであった。

　私は、まぁ大したことはないだろうとタカをくくっていたし、あまり言葉だけでは信用しない体験派だった。

　そのツケはすぐに来た。その頃、土曜の寮の掃除は室内組と外組に分かれていた。その外組で、庭掃除をした後、2～3日してポツポツと腕の内側に小さなツブツブのようなものが出てきた。それは日に日に大きく痒くなり、その二日後には「これは何なんだ～」と騒ぎたくなるくらいボツボツになった。ちょうど一週間くらいたった時にはグジュグジュと水疱となったのが内腕だけでなく、胸や腹にも広がっていた。
　一昨年、私の腕に出てきたポイズナービーのリアクションを覚えている生徒は分かるかもしれないが、日本人の私のポイズナービーのかぶれはかなりひどい。

　普通なら即ドクターへ見せに行きたいところだが、私は内弟子であった。内弟子がドクターに行くことはまずない。カラマイルという薬を暇がある度、塗るだけであった。

　そんな事を、その夏、３～４回繰り返した後、私の掃除分担は室内のみになってしまった。日本人でも人により割合ポイズナービーに強い体質の者もあり、自然と分担が決まっていった。

　そう、もう一人、私の他に特にポイズナービーに敏感なのがいた。それは名古屋のＴ先生であった。

　それは長い間、ポイズナービー事件として内弟子の間でひそかた呼ばれていた。その当時、Ｔちゃんは私のように人の言うことを聞かない頑固派だった。「そんなの平気ですよ」とあまりポイズナービーの事を本気にしていなかった。

最初の外掃除の時は、運が良かったのか、ちょっとポツポツは出たものの、あまり広がらず大したことはなかった。

　でも、すぐそれは大きな間違いであることに気付くのだった。

　6月だったか7月だったか、とにかく夏の暑い日の午後、Ｔちゃんが「テツさん、ちょっと見てくださいよ」と右半身に広がっていたポイズナービーを見せに来た。

　腕から胸、お腹に広がり、水疱になり、気持ち悪かったが私もそれぐらいはなったことがあるので、「大変だな」くらいで終わるところだったが…　彼はそこだけではなかった。それはパンツの中であった。チラッと一目見た。あまりのヒドさに、これはどうしようもないと悟った私は最高師範に報告に行った。

２階から「Ｔ～～～」という最高師範の声と同時にＴちゃんは階段を駆け上った。しばらく沈黙が続いたが、最高師範も、そのあまりのすごさにすぐ強い薬の処方箋を取りに行ってくれた。

　その後、Ｔちゃんは私と一緒に室内組になったのは言うまでもない。

　アラバマにはポイズナービーだけでなく、毒ヘビ、毒グモ、ファイアーアントと、かなりあぶない生き物がいる。

　ブラックウィドウという毒グモにさされた生徒の太ももがどす黒い色に変わっていたのを思い出す。

　これは、随分前の話だが、私は生タマゴを食べるのが好きなので、自分の裏庭にニワトリを飼って久しい。いつものように、タマゴを取りに、朝、ニワトリ小屋に入り、手を伸ばそうとした時、ゾッと後ろにとび退ってしまった。何か変なものがタマゴを生むボックスにいるのだ。もう一度、近寄ってしっかり見ると、それはとぐろを巻いたヘビだった。ガラガラヘビだったような気がする。

　最近もオポーサムやラクーンなどがフェンスの隙間、又はフェンスを越えてやってきて卵を食べたり、雌鳥を食べたりと荒らしに来る。その為、トラップを仕掛けたり、フェンスを補強したりとなかなか忙しい。
　因みに、今までのトラップ獲物はラクーン二匹、オポーサム一匹、ついでに隣家の灰色のネコ一匹である。

　アラバマは、まだまだワイルドである。

もう10年以上もここに住んでいるので、段々慣れたが、外でウィードワッカーで草刈する時は、真夏でも完全装備である。まず、ポイズナービー止めの薬を首筋、両腕と胸元にたっぷり塗り、長袖、長ズボン、手袋，帽子にブーツである。

　ツラの皮は、さすがに厚いのか、ひどいポイズナービーにはならない。これからもポイズナービーとの闘いは続きそうである。
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